
























































































と詠じた。詞書によると、これは明らかに﹁夏﹂の﹁ぬのひきのたき﹂︵布引の滝︶を詠む作品である。 ﹁夏﹂という季節は匡衡の詩とも一致する。 ﹁布引の滝﹂は摂津国︵現在の大阪府と兵庫県の一部︶の名所であり、平安初期から貴族の遊覧の地として名高い。地理的には現在新幹線新神戸駅に近在する 恵慶法師 和歌 意 、千尋の布をさらしているような布引の滝で夏衣を涼みがてらに裁っ 着てみよう、とのことであ
る8
。恵慶法師は﹁布引の滝﹂の﹁布﹂の語にかけ、 ﹁衣﹂


















































































































































い、南山にある瀑布の実景を目にして詠じたと考えられる。彼は起句、承句で 瀑布は銀河のように空から流れ落ち、飛沫は白絹が夕風に吹きあおられているようであるという瀑布の有り様を描写し、転句、結句では絵によっ 表現できない瀑布の﹁寒声﹂を七言絶句の﹁二十八言﹂の中で聴きと るよう 表わそう 感慨を詠じた。
匡衡と道真の詩はいずれも瀑布を主題とするもので、 ﹁銀河﹂ ﹁倒





























































































































































































































  頭を低れ 暗壁に向かひ、千たび喚ぶも一たびも回ら
十五始展眉、願同塵與灰。
　　
  十五にして始めて眉を展べ、願ふらくは塵と灰と 同じくせんと












となどを指摘し、 ﹃伊勢物語﹄と李白 ﹁長干 ﹂の対応関係を明らかにした。なお、日本最初の仮名日記である紀貫之 ﹃土佐日記﹄も李白の絶句の影響を受けていたと萩谷朴氏が指摘してい
るb
。 ﹃土佐日



































































































































  七歳にして初め 書 読み、竹に騎りて蒙泉に繋ぐ。
九歳始言詩、挙花戯霞阡。
　　







































































藤原為時の詩作、 ﹃和漢朗詠集﹄ は﹁田家秋意﹂を題 す 紀斉名と高岳相如の詩作、 ﹃新撰朗詠集﹄には﹁嵯峨秋望 を題とする藤原為時と高岳相如の詩作、 ﹃ 漢兼作集﹄には﹁春遊原上﹂ 題とする藤原為時の詩作が見える。それぞれ 江吏部集﹄の﹁海浜神祠
粟田障子十五首其八
﹂





﹂ ︵ ︹四六︺ ︶ 、 ﹁田家秋音
同作中其十二























﹂ ︵ ︹三三︺ ︶ 、 ﹁春遊原上
粟田障子作。十五首中其四













































































































































































 堀誠氏﹁日中﹃竹馬﹄小考﹂ ﹃２０１６和漢比較文学研討会論文集﹄ ︵和漢比較文学会、二〇一六年︶を参照。
